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以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
は
緑
地
整
備
や
案
内
看
板
な
ど
の
構
内
環
境
整
備
が
進
む
一
方
で
、
新
築
、
更
新
さ
れ
る
施
設
も
構
内

環
境
と
の
調
和
が
図
ら
れ
て
計
画
さ
れ
、
将
来
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
骨
子
と
な
っ
た
。

第
六
章

二
一
世
紀
に
向
け
て
の
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
形
成

一
九
九
六
〜
二
〇
〇
一
年

本
章
で
扱
う
六
年
間
は
、
北
海
道
大
学
が
初
め
て
総
合
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
計
画
を
立
案
し
て
、
そ
れ
に
連
携
す
る
よ
う
に
施

設
・
環
境
整
備
を
実
現
化
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
を
記
述
す
る
た
め
に
、
施
設
整
備
を

担
保
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
整
備
計
画
の
中
身
を
見
る
こ
と
、
ま
た
実
現
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
計
画
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
と
い

う
複
眼
的
な
視
点
を
設
定
す
る
。

こ
の
時
期
の
北
海
道
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
は
、
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
二
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
新
た
な
時
代
の
進

展
や
社
会
の
変
化
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
大
学
院
の
整
備
拡
充
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
内
容
や
組
織

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
改
革
の
目
標
と
な
る
大
学
の
未
来
像
を
現
実
化
す
る
た
め
に
、
新
し
い
教
育
研
究
を
可
能
と
す

る
場
を
い
か
に
整
備
す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。そ
の
結
果
が「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」

の
策
定
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
整
備
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い
う
将
来
に
わ
た
る
キ
ャ

ン
パ
ス
の
環
境
形
成
に
か
か
わ
る
計
画
を
基
に
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
キ
ャ
ン
パ
ス
の
空
間
的
骨
格
と
位
置
づ
け
、
施
設
・
環

境
整
備
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
部
も
含
め
て
全
体
的
に
展
開
し
、
様
々
な
整
備
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
長
年
の
間
キ
ャ
ン
パ

ス
を
南
北
に
二
分
し
て
い
た
北
一
八
条
道
路
が
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
化
さ
れ
、
地
上
部
に
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実
質
的
に
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連
続
化
し
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
。

第
一
節

「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」
の
策
定

「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」
の
策
定
の
契
機
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
二
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
部
局
長
連
絡
会
議
及

び
評
議
会
に
お
い
て
、
�
重
力
学
長
よ
り
、「
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
、
新
し
い
時
代
の
進
展
や
社
会
の
変
化
に
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
現
在
、
大
学
院
の
整
備
構
想
、
各
学
部
の
改
革
構
想
、
そ
の
ほ
か
地
球
環
境
に
関
す
る
研
究
機
関
等
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
は
各

委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
本
学
の
施
設
整
備
の
充
実
を
計
る
た
め
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
土
地
の
有
効
利
用
、
建
物
配
置
計
画
、
交
通
計
画
、
環
境
整
備
計
画
等
全
般
に
つ
い
て
検
討
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
り
、
施
設
計
画
委
員
会
な
ど
で
審
議
検
討
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
」と
の
発
言
を
受
け
て
、「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
教
育
・

研
究
内
容
の
変
革
に
対
応
す
る
有
機
的
な
施
設
の
構
成
を
は
か
る
た
め
、
従
来
の
い
き
さ
つ
に
は
拘
泥
せ
ず
、
新
し
い
発
想
で
取
組
み
、

全
体
と
し
て
整
合
性
の
あ
る
理
想
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
目
指
す
」
べ
く
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
翌
年
十
二
月
に
は
「
北
海
道
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中
間
報
告
―
土
地
利
用
の
方
針
―
」
と
し

て
検
討
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
段
階
で
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
骨
格
が
示
さ
れ
、
土
地
利
用
の
基
本
方
針
が
立
て
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
①
大
学
院
重
点
化
の
進
展
、
②
教
養
部
が
廃
止
さ
れ
、
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
発
足
に
伴
う
学
部
一
貫
教

育
体
制
の
発
足
、
③
学
術
情
報
関
連
施
設
の
統
合
や
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
検
討
、
さ
ら
に
は
、
④
北
一
八
条
道

路
計
画
の
決
定
や
構
内
環
境
計
画
の
在
り
方
の
検
討
、
と
い
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
と
っ
て
極
め
て
重
大
な
情
勢
の
進
展
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
九
九
五
年
に
就
任
し
た
丹
保
憲
仁
総
長
が
就
任
当
初
の
問
題
提
起
事
項
を
ま
と
め
た
「
北
海
道
大
学
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て
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の
総
長
メ
モ
（
教
育
編
）」（
九
五
年
八
月
作
成
）
に
お
い
て
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
整
備
と
い
う
視
点
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
重
要
性
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
九
五
年
十
二
月
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
検
討
す
る
専
門
委
員
会
と
し
て
、
施
設
計
画
委

員
会
の
も
と
に
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
た
。
委
員
会
に
お
け
る
一
九
回
の
審
議
を
経
て
、
九
七
年
二

月
、「
北
海
道
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」
が
策
定

さ
れ
た
。

第
二
節
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」

の
位
置
づ
け
と
基
本
的
考
え
方

「
北
海
道
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」（
図
４－

４
）
は
、
北
海
道
大
学
が
自
主
的
に
策
定
し
た
も
の
で
、
二
一
世
紀

に
向
け
て
雄
飛
す
べ
く
大
学
の
将
来
を
睨
ん
だ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
大
学
の
教
育
研
究
機
構
・
組
織
の

将
来
構
想
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
、
土
地
利
用
の
基
本
方

針
、
空
間
的
な
骨
格
と
い
っ
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
プ
ラ
ン
、
そ
の
実
現

の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
も
含
め
、
よ
り
具
体
的
な
将
来
像
を
描
く
こ
と
と

図４－４ 「キャンパス・マスタープラン９６」 フレームワークプラン
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し
、
①
三
〇
年
以
上
の
長
期
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
骨
格
を
示
す
「
大
き
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
、
そ

の
実
現
化
の
た
め
に
②
五
〜
一
〇
年
単
位
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ
た
「
小
さ
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」、
と
い
う
二
つ
の
考

え
方
に
基
づ
く
こ
と
と
し
た
。「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」
は
、
現
時
点
に
お
け
る
「
大
き
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
あ

る
。ま

た
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
骨
子
と
し
て
、（
一
）
固
有
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
継
承
と
保
全
、（
二
）
歴
史
的
キ
ャ
ン
パ
ス
構
成
の

継
承
と
展
開
、（
三
）
教
育
研
究
す
る
「
人
間
の
場
」
と
し
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
、（
四
）
社
会
と
の
関
連
を
持
た
せ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
展

開
、（
五
）
都
市
の
中
の
都
市
と
し
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
、
と
い
う
五
つ
を
掲
げ
た
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、
①
エ
コ
キ
ャ
ン
パ

ス
の
創
成
を
か
か
げ
た
環
境
計
画
、
②
機
能
的
で
安
全
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
形
成
す
る
交
通
計
画
、
③
教
育
研
究
の
未
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス
空
間
構
成
計
画
を
三
つ
の
構
成
要
素
と
し
た
。

ま
ず
、
環
境
計
画
で
は
、
構
内
に
創
設
期
よ
り
残
る
樹
林
群
の
保
護
、
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
の
流
れ
と
流
域
の
緑
の
再
生
、
キ
ャ
ン

パ
ス
外
周
緑
地
の
整
備
を
柱
と
し
て
、
主
要
な
緑
地
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
北
一
八
条
道
路
跡
地
に
対
す

る
遊
歩
道
の
整
備
や
南
北
キ
ャ
ン
パ
ス
の
連
続
化
、
北
側
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
整
備
な
ど
が
大
き
な
目
標
で
あ
る
。

次
に
、
交
通
計
画
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
動
す
る
手
段
と
し
て
の
車
、
歩
行
者
、
自
転
車
の
ル
ー
ト
を
競
合
さ
せ
ず
に
安
全
に
機

能
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

空
間
構
成
計
画
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
リ
ド
ー
ル
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
い
う
三
つ
の
要

素
に
よ
る
空
間
構
成
を
立
案
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
は
、
歩
行
圏
を
単
位
と
す
る
教
育
研
究
生
活
圏
で
あ
る
南
、
中
央
、
北
の

三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
展
成
長
過
程
を
継
承
し
な
が
ら
、

教
育
研
究
環
境
と
し
て
独
自
の
特
徴
を
持
ち
、
キ
ャ
ン
パ
ス
空
間
の
秩
序
と
調
和
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
設
定
さ
れ
た
。
将
来
的
に
は
、

研
究
ビ
レ
ッ
ジ
が
北
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
に
、
総
合
学
術
情
報
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
南
ア
カ
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デ
ミ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
に
整
備
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
リ
ド
ー
ル
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
景
観
を
豊
か
に
す
る
た
め
、

建
築
群
と
自
然
と
で
形
成
さ
れ
る
近
景
・
中
景
に
学
外
の
遠
景
を
も
含
め
た
空
間
的
特
徴
を
具
現
化
す
る
空
間
構
成
軸
で
あ
り
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
三
カ
所
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
は
、周
辺
の
建
物
と
い
っ
し
ょ
に
整
備
さ
れ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ゾ
ー
ン
の
結
節
点
で
、
南
、
中
央
、
北
の
三
つ
の
セ
ン
タ
ー
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
人
が
集
ま
り
交
流
す
る
た
め
の
全
学
共
用
施
設

群
と
広
場
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
主
体
と
し
た
空
間
で
あ
り
、
大
学
生
活
の
舞
台
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
拠
点
と
な
る

べ
く
計
画
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」
は
、
そ
れ
以
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
計
画
が
施
設
単
体
を
単
独
で
整
備
す

る
こ
と
を
対
象
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
に
対
し
て
建
築
と
外
部
環
境
を
一
体
的
に
整
備
し
て
ゆ
く
こ
と
を
目
標

に
据
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
方
針
は
大
き
く
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
と
連
動
し
た
施
設
整
備

次
に
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」
で
策
定
さ
れ
た
計
画
が
実
現
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
具
現
化
し
た
最
も
早
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
の
再
生
計
画
第
一
期
で
あ
る
。
時
間
的
に
は

前
後
す
る
が
、
す
で
に
、
構
内
整
備
の
一
環
と
し
て
、
一
九
九
四
年
よ
り
工
学
部
の
南
側
に
隣
接
す
る
大
野
池
の
周
辺
で
、
散
策
用
の

木
道
や
ベ
ン
チ
の
整
備
が
あ
る
程
度
進
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」
で
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
の
再
生
が
目
標
と
な
り
、
九
七
年
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
・

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
、
い
わ
ゆ
る
「
小
さ
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ロ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
と
し
て
、「
エ
コ
・

キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
、（
一
）
緑
地
の
整
備
、（
二
）
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ

298298298298298298298通史 第四編 キャンパスの変遷 298



川
の
再
生
、（
三
）
野
生
小
動
物
と
の
共
生
、（
四
）
外
周
緑
地
帯
の
造
成
を
四
つ
の
柱
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
の

再
生
の
ね
ら
い
は
、
原
風
景
の
復
元
と
い
う
生
態
学
的
視
点
と
、
環
境
変
化
へ
の
対
応
と
い
う
環
境
工
学
的
視
点
の
二
点
に
集
約
さ
れ

る
。
も
と
も
と
あ
っ
た
川
の
よ
う
な
風
景
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
あ
っ
た
生
態
系
自
体
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
身

近
な
生
態
系
の
観
察
や
研
究
が
可
能
な
水
環
境
は
、
北
海
道
大
学
が
以
前
持
っ
て
い
た
大
学
と
し
て
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
に
も
つ

な
が
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
雨
水
や
処
理
水
の
流
入
も
想
定
さ
れ
た
た
め
、
水
生
生
物
に
よ
る
河
川
の
自
浄
作
用
が
お
き
る
よ

う
な
植
栽
計
画
が
立
案
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
再
生
計
画
第
一
期
で
は
、
大
野
池
を
水
源
と
し
、
循
環
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
、
河
川
を
軸
と
し
た
生
態

系
の
保
全
・
再
生
、
景
観
お
よ
び
親
水
性
に
配
慮
し
た
約
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
「
メ
ム
の
流
れ
」
を
試
験
的
に
新
設
し
た
。「
メ
ム
」
と

は
ア
イ
ヌ
語
で
地
下
の
伏
流
水
が
泉
と
な
っ
て
地
上
に
吹
き
出
し
て
い
る
場
所
を
意
味
し
、
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
の
源
流
が
「
メ
ム
」

で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
、
こ
の
よ
う
な
命
名
が
さ
れ
た
。「
メ
ム
の
流
れ
」
は
将
来
的
に
は
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
の
一
部
と
な
る
。

ま
た
、
全
面
的
な
再
生
に
向
け
て
、
基
礎
的
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
基
盤
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
。
同
時
に
、
既
存
の
木
道
を
生
か
し
、
小

河
川
の
生
態
系
を
つ
く
る
在
来
種
の
水
生
植
物
を
基
盤
と
し
た
植
栽
並
び
に
大
野
池
へ
の
植
生
導
入
が
行
わ
れ
、
大
野
池
と
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
ハ
ウ
ス
・
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
の
周
辺
一
帯
を
、
一
つ
の
景
観
と
し
て
ま
と
め
る
整
備
が
一
九
九
八
年
四
月
に
竣
工
し
た
。
整
備
手
法

に
は
、
周
辺
方
面
を
含
め
、
近
自
然
型
工
法
を
採
用
し
た
。
こ
れ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
用
い
ず
に
、
植
物
繊
維

の
ロ
ー
ル
な
ど
を
用
い
て
川
岸
を
補
強
整
備
す
る
河
川
整
備
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
極
め
て
自
然
の
河
川
に
近
い
状

態
を
再
現
で
き
、
よ
り
多
様
な
生
物
の
生
息
空
間
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
早
期
に
自
然
植
生
が
回
復
し
、
現
在
で
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
一
般
市
民
に
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
計
画
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
サ

ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
を
再
生
す
る
計
画
が
進
行
し
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
に
は
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

一
方
、
施
設
整
備
計
画
に
目
を
向
け
る
と
、
教
育
研
究
環
境
の
未
来
像
と
い
う
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
目
標
を
実
現
し
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た
建
築
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
一
九
九
九
年
に
竣
工
し
た
「
情
報
教
育
館
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
施
設
の
最
大
の
特
徴
は
、

北
海
道
大
学
と
放
送
大
学
と
の
合
築
建
物
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
建
設
位
置
は
、
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
旧
教
養
部
）

と
附
属
図
書
館
北
分
館
と
の
間
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
直
接
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
接
続
さ
れ
て
い
る
。
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
は
、
北
海
道
大
学
の
全
学
教
育
科
目
を
受
け
持
つ
だ
け
で
な
く
、
生
涯
学
習
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
放
送
大
学
は
、

放
送
教
育
に
よ
る
生
涯
学
習
の
全
国
化
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
複
合
化
す
る
こ
と
は
、
多
面
的
な
教
育
情
報
の
提
供
を
促
し
、

マ
ル
テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
対
応
の
連
携
を
深
め
、
各
々
の
機
能
を
集
約
化
さ
せ
な
が
ら
相
互
に
補
完
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
施
設
計
画

に
対
す
る
斬
新
な
考
え
方
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
施
設
と
言
え
る
。

次
に
、
特
筆
す
べ
き
計
画
と
し
て
は
、「
総
合
博
物
館
」
の
設
置
が
あ
げ
ら
れ
る
。
総
合
博
物
館
は
、
一
九
二
九
年
に
竣
工
し
た
理

学
部
本
館
を
改
修
し
て
設
置
さ
れ
た
。
理
学
部
に
お
い
て
は
、
理
学
部
再
開
発
計
画
が
進
行
し
て
お
り
、
本
館
を
使
用
し
て
い
た
各
専

攻
科
は
、
計
画
の
進
行
に
伴
い
、
順
次
新
棟
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」
で
理

学
部
本
館
を
総
合
博
物
館
と
し
て
位
置
づ
け
、
北
海
道
大
学
と
し
て
重
要
な
建
築
物
で
あ
る
理
学
部
本
館
を
保
存
し
、
改
修
し
て
活
用

す
る
と
い
う
新
た
な
試
み
を
実
施
し
た
。
総
合
博
物
館
は
、
札
幌
農
学
校
の
開
校
以
来
現
在
ま
で
に
わ
た
る
大
量
の
学
術
標
本
、
資
料

を
総
合
的
に
整
理
保
存
、
展
示
し
、
ま
た
、
独
自
の
企
画
に
よ
る
様
々
な
研
究
成
果
な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
広
く
学
内
外

の
社
会
教
育
に
対
す
る
寄
与
も
含
む
多
元
的
役
割
を
持
っ
た
施
設
で
あ
る
。
改
修
の
方
針
と
し
て
は
、
創
設
当
時
の
雰
囲
気
を
極
力
残

す
こ
と
と
し
、
当
時
の
空
間
を
再
現
し
、
天
井
を
張
ら
ず
に
塗
装
に
よ
る
直
仕
上
げ
と
し
た
。
天
井
を
張
ら
な
い
仕
上
げ
の
た
め
、
廊

下
部
分
に
設
備
要
素
を
集
中
化
し
、
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
と
い
う
現
代
的
な
素
材
を
う
ま
く
吊
り
な
が
ら
そ
れ
ら
を
隠
し
て
い
る
。
ま
た
、

創
設
当
時
の
趣
と
デ
ィ
テ
ー
ル
を
最
も
残
す
廻
り
階
段
部
分
に
は
、
そ
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
再
生
し
な
が
ら
、
シ
ー
ス
ル
ー
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
し
、
新
旧
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。
理
学
部
本
館
の
改
修
工
事
は
二
〇
〇
〇
年
竣
工
し
た
。
そ
の
後
、
展

示
計
画
を
も
と
に
施
工
を
行
い
、
二
〇
〇
一
年
、
総
合
博
物
館
は
開
館
し
た
。
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も
う
一
つ
新
た
な
施
設
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
、「
遠
友
学
舎
」で
あ
る
。
遠
友
学
舎
は
、
二
〇
〇
一
年
に
北
一
八
条
の
モ
デ
ル
バ
ー

ン
東
隣
、
旧
馬
術
部
馬
場
跡
に
、
一
二
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
寄
付
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
遠
友
学
舎
は
、
二
一
世
紀

の
大
学
に
お
い
て
、
地
域
と
大
学
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
。
遠
友
学
舎
と
い
う
名

前
は
、
か
つ
て
の
「
遠
友
夜
学
校
」（
一
八
九
四
年
一
月
に
新
渡
戸
稲
造
夫
妻
が
創
設
）
を
通
じ
て
、
市
民
と
の
密
接
な
か
か
わ
り
を

も
っ
た
北
海
道
大
学
の
建
学
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
大
学
と
地
域
の
接
点
と
し
て
、
人
々
の
交
流
の
モ
デ
ル
を
つ
く

る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
主
体
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
屋
根
部
分
が
テ
ン
シ
ョ
ン
材
を
用
い
た
木
造
と
い
う
大
胆
な
構
成

で
、
平
屋
建
て
、
設
計
は
、
工
学
研
究
科
の
小
林
英
嗣
・
小
篠
隆
生
で
あ
る
。
モ
デ
ル
バ
ー
ン
と
い
う
北
海
道
大
学
創
設
期
の
風
景
を

最
も
よ
く
残
す
地
域
に
隣
接
す
る
た
め
、
大
屋
根
の
連
続
を
場
所
と
し
て
の
原
風
景
の
再
生
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
建
設

過
程
か
ら
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
存
在
す
る
た
め
に
、
一
般
市
民
が
参
加
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
む
こ
と
を
試
み
て
い

る
。
こ
れ
は
、
市
民
参
加
に
よ
っ
て
遠
友
学
舎
周
辺
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
エ
ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ
の
ポ
ッ
ト
苗
を

地
域
住
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
生
な
ど
と
共
に
植
栽
し
て
い
る
。
将
来
的
に
学
内
外
の
人
々
の
参
加
に
よ
っ
て
、
北
海
道
大
学
の
佇

ま
い
に
あ
わ
せ
た
風
景
づ
く
り
と
そ
の
維
持
管
理
の
運
動
が
展
開
さ
れ
て
行
く
予
定
で
あ
る
。
遠
友
学
舎
は
、
教
職
員
、
学
生
の
み
な

ら
ず
、
地
域
の
人
々
に
常
時
開
放
さ
れ
、
国
際
的
な
知
的
交
流
を
は
じ
め
、
総
長
や
学
部
長
に
よ
る
炉
辺
談
話
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
（
コ

ン
サ
ー
ト
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）、
講
演
会
な
ど
極
め
て
多
様
で
新
し
い
交
流
活
動
を
始
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
一
年
の
キ
ャ
ン
パ
ス
空
間
の
変
遷
は
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
」
を
背
景
と

し
て
、
施
設
単
体
の
整
備
か
ら
、
施
設
自
体
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
外
部
環
境
を
含
め
た
総
体
と
し
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
が
行
わ

れ
た
こ
と
、
ま
た
、
施
設
整
備
に
対
し
て
、
複
合
化
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
活
用
、
市
民
の
参
加
と
い
っ
た
新
し
い
考
え
方
が
導
入

さ
れ
、
そ
れ
が
実
現
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
り
、
新
た
な
世
紀
へ
向
け
て
学
内
外
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
対
応
し
て
い
こ
う
と
す

る
キ
ャ
ン
パ
ス
空
間
の
大
き
な
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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